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研究成果の概要（和文）：西暦13-14世紀にモンゴル帝国支配下の中国地域で編纂された漢文資料中にみえる非
漢語人名について，その原語（モンゴル語，トルコ語，ペルシア語，アラビア語，チベット語など）表記を同時
代の諸言語資料の用例に基づきつつ再構成することを課題とした。
特に，モンゴル帝国支配層の中枢で主要な文字表記システムとされたウイグル文字による表記形式を重点的に収
集しつつ，その漢語音写形式との比較検討に重点を置いた。この作業を通じて，個々の漢字に反映されるウイグ
ル文字を体系的に解明することを目的とした。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed at reconstruction of the system of transcription
 of the Non-Chinese personal names in the Chinese character of the Mongol period from the thirteenth
 to the fourteenth century.
Special emphasis was put on the correspondence between Chinese forms and the Old Uighur script, 
which was one of the official scripts among the Mongol ruling stratum.
Main result is a preliminary database of Non-Chinese personal names in the Chinese characters and 
the corresponding/reconstructed forms in the Old Uighur script retrieved from the Central and 
Western Asian texts.

研究分野：中央ユーラシア史
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１．研究開始当初の背景 
（１）中国地域の歴史において，西暦 13〜14
世紀のモンゴル時代（元朝時代）は，モンゴル
語を日常的に用いる遊牧モンゴル族が漢語文
化圏をなす中国地域を支配したという点で特
色づけられる。さらに，モンゴルがその支配
圏をユーラシア広域に拡大し，その各地を政
治的・経済的に統合した結果，モンゴル＝元
朝支配下の中国地域にも，トルコ語・ペルシ
ア語・アラビア語・チベット語などを母語と
する人間集団が流入することとなった。これ
に伴い，モンゴル語をはじめとする非漢語に
由来する種々の術語（人名，部族・氏族名な
ど）が，中国地域において漢字・漢語で編纂さ
れた資料にも記録されることとなった。 
（２）主に漢文資料を利用する「伝統中国」史
的視点からしても，これら非漢語起源の術語
の出現は特異な現象であり，早くから分析が
試みられている。しかしながら，特にモンゴ
ル語・トルコ語の個人名レヴェルでの原語の
復元は，きわめて不十分な水準にある。これ
は，モンゴル帝国期のトルコ語・モンゴル語
人名についてのデータベースが確立されてい
ないためである。 

２．研究の目的 
（１）本研究では，西暦 13〜14世紀にモンゴ
ル帝国支配下の中国地域で編纂された漢文資
料中にみえる非漢語人名について，その原語
（モンゴル語，トルコ語，ペルシア語，アラビ
ア語，チベット語など）表記を同時代の諸言
語資料の用例に基づきつつ再構成することを
目的とした。 
（２）研究代表者の松井太は，中央アジア・西
アジア地域発現の 9〜14世紀のウイグル文字
古代トルコ語・モンゴル語文献の研究に従事
している。それらのウイグル文字文献は，多
くが 13〜14 世紀のモンゴル時代に属し，ト
ルコ語・モンゴル語を中心に，ペルシア語・ア
ラビア語・チベット語・シリア語などの諸言
語から借用された様々な人名を含んでいる。
またウイグル文字は，モンゴル帝国により「公
用字」とされ，中国地域の行政支配機構にお
いても長らく実用されていた。 
（３）そこで本研究では，これら同時代資料
としてのウイグル文字表記人名のデータを応
用して，漢字表記された非漢語人名の原語の
再構形式を集積し，さらに個別の漢字が反映
するウイグル文字表記を体系的に解明して索
引化することに重点を置いた。 
（４）これにより，モンゴル帝国支配下の中
国地域で用いられ文献に記録された非漢語の
術語（人名，地名，官称号など）の漢字表記形
式を原語に再構成し，その歴史的な実態を考
察する上での重要な基礎となり得る。 

３．研究の方法 
（１）モンゴル時代の非漢語人名のデータ集

としては，従来，『元人伝記資料索引』第 4巻
（台北：新文豐出版公司, 1982）が広汎に利用
されているので，その収録データを整理して
分析検討の基礎とする。 

（２）松井はウイグル文字モンゴル語・トル
コ語資料から，また研究分担者の舩田・渡辺・
山本および研究協力者の四日市は漢文資料か
ら，非漢語に由来すると考えられる人名表記
を抽出して，『元人伝記資料索引』におけるロ
ーマ字再構形と照合のうえ改訂する。 

４．研究成果	
（１）『元人伝記資料索引』第 4巻所収の非漢
語人名の漢字表記形式とローマ字再構形（約
4,000 条）のデータベース化作業を行ない，
Excelファイルへの入力作業を完了した。 

（２）その上で，松井が中心となり，ウイグル
文字表記された諸言語の人名要素に関する知
見を利用して，想定されるウイグル文字モン
ゴル語再構形式をデータベース上に入力した
【下図参照】。ここで漢語表記から原語を再構
できた人名は約 1,800 条である。このデータ
ベースを参加メンバーで共有し，漢字とウイ
グル文字との基礎的な対応関係を確認するこ
とができた。 

（３）ただし，現時点ではなお再構できない
漢字表記が多数残されており，当初予定して
いた『元人伝記資料索引』所収データの全面
的な改訂版の公刊には至っていない。	

（４）松井は，データベース構築と並行して，
中央アジア出土古文献資料を材料として，漢
字表記されたモンゴル語・古代トルコ語術語
や，ウイグル文字表記された漢語・ペルシア
語術語の解読・校訂研究を行なった。雑誌論
文①③④⑤⑥⑫⑭⑯⑰⑱はその成果である。
いずれも，漢字表記から非漢語原語形式を再
構するという本研究課題の作業に裨益するも
のである。	

（５）その他，研究分担者は，特に中国に遺存
する漢文石刻資料の現地調査を実施し，情報
収集に努めた。	

（６）松井が平成 27 年 4 月に，また舩田が平
成 28 年 10 月に所属機関を変更した。これに
伴い，各自の本務校における業務が多忙化し



たため，研究成果の最終的なとりまとめには
なお時間を要する。	
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